
【覚書 記入要領】 
 
 

 
 
覚書 6 ページ目 
「Service Grid User」欄 記入例  
 
① Corporate Name of User:  Kyoto University                                         
② Corporate Address:  Yoshida-Honmachi, Sakyo-ku, Kyoto 606-8501, Japan                
③ Name of User Entity:  Ishida & Matsubara Laboratory, Department of Social Informatics,     

  Graduate School of Informatics, Kyoto University                  
④ User Entity’s Address:  Yoshida-Honmachi, Sakyo-ku, Kyoto 606-8501, Japan              
⑤ User Entity’s Website:  http://www.ai.soc.i.kyoto-u.ac.jp                                
⑥ User Entity’s Representative:  Toru Ishida                                            
⑦ User Entity Representative’s E-mail:  ishida@i.kyoto-u.ac.jp                             
⑧ User Entity’s Contact E-mail:  language-grid@i.kyoto-u.ac.jp                            
⑨ Authorized Signature:  (Representative 直筆のサイン)                    
⑩ Signed Date:  April 1, 2010 (サインした日付)                                       
 
①  利用主体が属する法人名（大学名、会社名など）をご記入ください。 
② 利用主体が属する法人の住所をご記入ください。 

③ 利用主体名称 
利用主体の規模は、言語グリッドの運営管理上、「⑥に記入する代表者が、メンバー全員

の言語グリッドの利用状況を管理できる規模」としてください。組織の名前（大学名、会

社名など）だけでなく、研究室名、プロジェクト名、部署名等までご記入ください。 

④ 利用主体の住所をご記入ください。 

⑤ 利用主体ホームページ 
③に記入した組織の英語のホームページを作成してください。 
（海外のサービス提供者が、どのような組織が言語グリッドを利用しているか確認できる

ようにするため） 

⑥ 利用主体代表者氏名 
③に記入した組織の代表者名をご記入ください。代表者名はホームページで公開してく

ださい。 

⑦ 利用主体代表者メールアドレス 
⑥に記入した代表者のメールアドレスをご記入ください。 

⑧ 利用主体連絡先メールアドレス 
運営組織からの連絡は、ここに記載されたメールアドレスに届きます。代表者以外に運用

担当者がいる場合は、その方のアドレスをご記入ください。複数のメードアドレスの登録

が可能です。 

⑨ サインは、代表者の直筆でお願いいたします。 

⑩ サインした日付をご記入ください。 

 

・すべて英語でご記入ください。 


